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③定常状態
木壁の温度変化が前サイクルと同じように変化し、かつ最終サイクルで当該試験サイクル中
の最高温度を観測しない状態を、
「定常状態」と定義してはどうか。

①燃料について
炭は、発熱量が大きい「黒炭」、薪は、入手が容易な「ナラ」としてはどうか。

課題への対応方針（案）

課題・現行規定
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②通常燃焼
予熱が完了した以下の状態を「通常燃焼」と定義してはどうか。
・木壁の最高温度が大きく更新されなくなること。
・機器の燃焼が安定していること。

対 応 方 針 案
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離隔距離の算定方法（告示第１号）
①通常燃焼※１時において、可燃物表面の温度上昇が②定常状態※２に達したときに、

1. 可燃物の表面温度の許容最高温度※３を超えない距離
又は

2. 可燃物に引火しない距離

のうちいずれか長い距離を離隔距離とする。

※１ 通常想定される使用における最大の燃焼となる状態
※２ 測定する位置における温度上昇が30分間につき0.5℃以下になった状態
※３ 通常燃焼の場合又は異常燃焼で安全装置を有しない場合は100℃



固体燃料を使用した火気設備等に必要な離隔距離に係る試験方法（案）
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最終サイクルが試験全体での
最高温度とならないこと


